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(57)【要約】
【課題】　通気性を、シート状の包装材料の表面に持た
せるのでなく、シートの切断面に通気性を持たせた断面
通気（あるいは「端面通気」ともいう。）用包装材料、
さらに、該包装材料で包装された脱酸素剤包装体材料を
提供する。
【解決手段】　ポリエチレンテレフタレート等の非通気
性のプラスチックフィルムと、片面が熱シール性を有す
るポリエチレンテレフタレート繊維等からなるスパンボ
ンド不織布を、熱シール性を有する面を外側にして積層
接着して、断面に通気性を持たせた積層シートを包装材
料とし、この包装材を用いた脱酸素包装体とする。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非通気性のプラスチックフィルムと、
　片面が熱シール性を有する不織布を
熱シール性を有する面を外側にして積層接着してなること
を特徴とする断面通気用包装材料。
【請求項２】
　前記不織布が、
　熱可塑性ポリエステル繊維からなるものであって、熱シール性は、融点が１００～１６
０℃である低融点の変性熱可塑性ポリエステル繊維により付与されたものであること
を特徴とする請求項１に記載の断面通気用包装材料。
【請求項３】
　前記不織布が、
　熱可塑性ポリエステル繊維からなるスパンボンド不織布と、前記低融点の変性熱可塑性
ポリエステル繊維からなる不織布の積層体であること
を特徴とする請求項２に記載の断面通気用包装材料。
【請求項４】
　前記低融点の変性熱可塑性ポリエステル繊維が、
　熱可塑性ポリエステル繊維を芯材とし、表面に低融点の変性熱可塑性ポリエステルの被
覆が施された芯鞘構造の繊維であること
を特徴とする請求項３に記載の断面通気用包装材料。
【請求項５】
　前記非通気性のプラスチックフィルムが、
　熱可塑性ポリエステルからなるものであること
を特徴とする請求項１に記載の断面通気用包装材料。
【請求項６】
　前記熱可塑性ポリエステルが、
　ポリエチレンテレフタレートであること
を特徴とする請求項６に記載の断面通気用包装材料。
【請求項７】
　前記積層接着が、
　ポリエチレンを用いた、押し出しラミネートによりなされたものであること
を特徴とする請求項１に記載の断面通気用包装材料。
【請求項８】
　前記ポリエチレンが、
　着色されて遮蔽性を有するものであること
を特徴とする請求項７に記載の断面通気用包装材料。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の断面通気用包装材料で包装されていること
を特徴とする断面通気性を有する脱酸素剤包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、脱酸素剤、鮮度保持剤あるいは乾燥剤等の包装に使用される通気性を有す
る包装材料に関するものである。
　より詳細には、通気性を、シート状の包装材料の表面に持たせるのでなく、シートの切
断面に通気性を持たせた断面通気（あるいは「端面通気」とも言う。）用包装材料に関す
るもので、さらに、この包装材料で包装された脱酸素剤包装体に関するものであって、包
装技術の分野に属するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、脱酸素剤、鮮度保持剤さらには乾燥剤等の各種の薬剤は、通気性包装材料に包装
されて製品とされ、それぞれの目的に用いられている。
　それらの製品の目的や用途が、食品の保存等である場合は、通気性包装材料には、通気
性の他に耐水性、耐破損性、安全衛生性、食品の香り保持性、取扱時の性能安定性等が重
要な要件となっている。
【０００３】
　特に、脱酸素剤の包装材料として、紙と有孔ポリエチレンフィルムを積層接着したもの
が多く用いられているが、この包装材料は耐水性に問題を有するものである。
　すなわち、この包装材料を用いた脱酸素剤包装体を、水分含有量の多い食品に適用した
場合、あるいは水分含量の多い脱酸素剤を用いた場合などにおいて、包装材料の湿潤によ
って、包装体の破損、脱酸素剤の染み出しなどの問題が発生し、外観上はもちろん、食品
の安全衛生上も好ましいものではない。
　さらに、湿潤した脱酸素剤は、酸素吸収速度が遅くなるという問題も有している。
【０００４】
　上記欠点を改良する包装材料として、多くの提案がなされている。
　その一つとして、特公平　５－８５４１９号公報（特許文献１）には、有孔プラスチッ
クフィルム１と、紙又は不織布の両面に、ポリエチレン又はポリエチレンより軟化点が低
いプラスチックの有孔フィルムを、積層接着するか、熱シールを塗布してなるシート２と
を、貼りつけることなく、重ね合わせてなるシート３を、通気性包装材として用いること
が提案されている。
【０００５】
　前記２枚のシート２が重ねられたシートを包装材として用いた脱酸素剤包装体は、特許
文献１の第２図や第３図に示されるように、包装体の両面に、有孔プラスチックフィルム
１とシート２を重ね合わせてなるシート３を、シート２を内側にして対向させて配置し、
この間に脱酸素剤を配し周縁部をシールしてなるものである。
【０００６】
　すなわち、特許文献１の脱酸素剤包装体においては、有孔プラスチックフィルム１と通
気性を有する紙又は不織布からなるシート２を積層接着することなく、すなわち、それら
フィルムとシートとの間にスペース（空気層）を設けて、上記問題を解決せんとするもの
である。
【０００７】
　さらに、特許文献１の包装材料を改良し、耐水性を向上させるものとして、特公平　４
－１０８５７号公報（特許文献２）には、上記通気性を有する有孔プラスチックフィルム
１の代わりに、ポリエチレンテレフタレートやポリアミドフィルムなどの非通気性フィル
ムを用い、通気性は、紙又は不織布からなるシート２および通気性を有するシール層に持
たせる、すなわち、脱酸素剤を包装したフィルムやシートの表面は、非通気性とし、通気
性は、それらの切断面に持たせることが提案されている。
【０００８】
　特許文献２で提案された包装材料は、非通気性の外材、通気性を有するシール層１、通
気性を有する内材、および通気性を有するシール層２からなるもので、非通気性の外材と
通気性を有する内材との間に、通気性を有するシール層１が配置され、通気性を有するシ
ール層１と通気性を有するシール層２との間に、通気性を有する内材が配置され、かつそ
れらが積層接着されたもので、通気性を有する内材の切断面および通気性を有するシール
層を通して、通気し得るようにしたものである。
【特許文献１】特公平　５－８５４１９号公報　（特許請求の範囲）
【特許文献２】特公平　４－１０８５７号公報　（特許請求の範囲）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　これら従来技術は、包装を二重にし、二重に包装されたシート、フィルムの間にスペー
ス（空気層）を設けることにより、包装体に耐水性を持たせるものである。
　したがって、それ以前のものに比較して耐水性が向上したものであるが、二重包装とす
るためには、特許文献１の第１図に示されるように、包装に際し、２系列のシート、フィ
ルム供給システムが必要となるとともに、工程が複雑化し、工程管理もより厳密にするこ
とを求められる。
【００１０】
　さらに、耐水性を向上させるために、最外層を非通気性のシート、フィルムで非通気性
のものにした特許文献２の包装材料は、通気を、通気性を有するシート、フィルム、さら
にはシール層の切断面を利用して行うため、耐水性は向上するが、通気性が劣るという問
題を有している。
【００１１】
　この発明はかかる現状に鑑み、前記した包装材料の問題点を解決し、耐水性にも、通気
能力にも優れた断面通気用包装材料を提供すること、また、前記断面通気用包装材料で包
装された脱酸素剤包装体を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するため、この発明の請求項１に記載の発明は、
　非通気性のプラスチックフィルムと
　片面が熱シール性を有する不織布を
熱シール性を有する面を外側にして積層接着してなること
を特徴とする断面通気用包装材料である。
【００１３】
　また、この発明の請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の断面通気用包装材料において、
　前記不織布が、
　熱可塑性ポリエステル繊維からなるものであって、熱シール性は、融点が１００～１６
０℃である低融点の変性熱可塑性ポリエステル繊維により付与されたものであること
を特徴とするものである。
【００１４】
　また、この発明の請求項３に記載の発明は、
　請求項２に記載の断面通気用包装材料において、
　前記不織布が、
　熱可塑性ポリエステル繊維からなるスパンボンド不織布と、前記低融点の変性熱可塑性
ポリエステル繊維からなる不織布の積層体であること
を特徴とするものである。
【００１５】
　また、この発明の請求項４に記載の発明は、
　請求項３に記載の断面通気用包装材料において、
　前記低融点の変性熱可塑性ポリエステル繊維が、
　熱可塑性ポリエステル繊維を芯材とし、表面に低融点の変性熱可塑性ポリエステルの被
覆が施された芯鞘構造の繊維であること
を特徴とするものである。
【００１６】
　また、この発明の請求項５に記載の発明は、
　請求項１に記載の断面通気用包装材料において、
　前記非通気性のプラスチックフィルムが、
　熱可塑性ポリエステルからなるものであること
を特徴とするものである。
【００１７】



(5) JP 2010-132335 A 2010.6.17

10

20

30

40

50

　また、この発明の請求項７に記載の発明は、
　請求項５に記載の断面通気用包装材料において、
　前記熱可塑性ポリエステルが、
　ポリエチレンテレフタレートであること
を特徴とするものである。
【００１８】
　また、この発明の請求項７に記載の発明は、
　請求項１に記載の断面通気用包装材料において、
　前記積層接着が、
　ポリエチレンを用いた押し出しラミネートによりなされたものであること
を特徴とするものである。
【００１９】
　また、この発明の請求項８に記載の発明は、
　請求項７に記載の断面通気用包装材料において、
　前記ポリエチレンが、
　着色されて遮蔽性を有するものであること
を特徴とするものである。
【００２０】
　さらに、この発明の請求項９に記載の発明は、
　請求項１～８のいずれかに記載の断面通気用包装材料で包装されていること
を特徴とする断面通気性を有する脱酸素剤包装体である。
【発明の効果】
【００２１】
　この発明の断面通気用包装材料は、外面を非通気性のプラスチックフィルムとし、片面
が熱シール性を有する不織布を、熱シール性を有する面を外側にして積層接着したもので
あって、二重包装、すなわち、包装材料内にスペース（空気層）を設ける必要がないもの
であるから、耐水性にも通気性にも優れ、かつ包装体の製造工程が簡素化され、脱酸素剤
等の包装体の製造を容易にするものである。
【００２２】
　特に、この発明の断面通気用包装材料を用いて、ベルト状あるいはロール状など連包状
に形成された脱酸素剤等の包装体は、各個に切断されて各種製品に添付される工程におい
ては、酸素等を吸収せず性能の劣化を招くことが殆んどなく、切断されて各種製品に添付
され密封された状態においては、急速に酸素等を吸収し、製品の品質維持、特に傷みの早
い食品の品質維持に大きく寄与するものである。
【００２３】
　また、内面を片面が熱シール性を有する不織布としたことによって、包装体の角が柔か
くなるとともに、製品の包装体に添付された際に、その包装体にピンホールが生じ、製品
を不良品となることが殆んどなくなる。
　また、食品製品に添付された際に、食品と間違えて開封され、誤食されることが、プラ
スチックフィルムと不織布で形成されている包装体の開封困難性から、紙を主体とするも
のと比べて、殆んど発生することがなくなるという効果も奏される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　この発明の断面通気用包装材料は、非通気性のプラスチックフィルムと、片面が熱シー
ル性を有する不織布を、熱シール性を有する面を外側にして積層接着してなるもので、以
下、その構成に関して詳細に説明する。
【００２５】
　＜非通気性のプラスチックフィルム＞
　この発明における非通気性のプラスチックフィルムとしては、脱酸素剤等に用いられて
いる各種のフィルム、たとえば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリア
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ミド、ポリカーボネート等からなるフィルム、ポリ塩化ビニリデンコート各種フィルム、
アルミ箔ラミネートフィルム、さらには、アルミ蒸着フィルム等が挙げられる。
【００２６】
　これらの中でも、この発明の目的をより良く、また、効率的に達成するためには、ポリ
エステル、特にポリエチレンテレフタレートフィルムを用いることが好ましい。
　非通気性のプラスチックフィルムの厚さとしては、製造上の扱い易さ等から５０μ以下
が好ましく、１０～２０μが特に好ましい。
【００２７】
　＜熱シール性を有する不織布＞
　この発明の熱シール性を有する不織布は、片面が熱シール性を有するもの、すなわち、
熱シール性のない、あるいは乏しいが、強度や取扱性に優れ、包装材料の主体となる不織
布と熱シール性を有する不織布とから形成されるものである。
【００２８】
　不織布としては湿式、乾式又はスパンボンド式不織布等、いずれも使用することが可能
である。
　その材質としてはポリアミド、ポリエチレンテレフタレート、レーヨン等種々のものが
例示されるが、この発明にとり好ましいものは、ポリエステル、特に融点が２５０℃前後
という、高い融点を有するポリエチレンテレフタレートの繊維からなるスパンボンド式不
織布と、共重合などにより融点を１１０～１６０℃にした、変性熱可塑性ポリエステル繊
維からなる熱シール性を有する不織布を用いることが好ましい。
【００２９】
　ポリエチレンテレフタレートの繊維からなるスパンボンド式不織布としては、通気度、
取扱性、強度等を考慮して決められるが、坪量１５～１００ｇ／ｍ２で、厚さが１００～
４００μ、特には２００～３００μのものが好ましく用いられる。
【００３０】
　また、熱シール性を有する不織布としては、繊維として、芯鞘構造で、芯の部分がポリ
エチレンテレフタレートで、鞘の部分が共重合などにより変性したポリエチレンテレフタ
レートからなる繊維を用いたものが好ましく、その坪量としては、５～２０ｇ／ｍ２程度
のものが好ましい。
【００３１】
　＜積層方法＞
　包装材料の主体となる不織布と、熱シール性を有する不織布の積層は、その熱シール性
を利用して熱ロールなどにより容易に行われる。
　さらに、非通気性のプラスチックフィルムと、片面が熱シール性を有する不織布の積層
は、不織布の積層面側にも、熱シール性を有する不織布あるいはその他のシール剤を設け
ることによっても容易に行うことができる。
【００３２】
　その際、包装材料の強度面を考慮すると、ポリエチレンを用いた押出ラミネートにより
積層するのが好ましい。
　なお、その際、ポリエチレンとして、白色顔料などで遮蔽性を持たせたポリエチレンを
用いるのが好ましく、それにより、プラスチックフィルムの積層面側に施された印刷の見
栄えがよくなり、製品の外観を良好にすることができる。
　押出ラミネートにより形成されたポリエチレンフィルムの厚さは、通常、１０～２０μ
である。
【００３３】
　＜包装体＞
　この発明の断面通気用包装材料は、脱酸素剤、乾燥剤、防虫剤、アルコール系鮮度保持
剤等各種の製品の包装材料として、断面通気性を必要とする製品に使用可能である。
　特に、脱酸素剤包装体の包装材料として好適なもので、脱酸素剤としては、各種存在す
るものの内で、鉄粉系脱酸素剤に特に適しているものである。
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【実施例】
【００３４】
　以下、この発明の断面通気用包装材料を、対照となる比較例とともに説明する。
　１）包装材料の調製
　包装材料の主体となる不織布として、東洋紡績株式会社の東洋紡スパンボンドエクーレ
３４０１Ａ（坪量４０ｇ／ｍ２　、厚さ２４０μ）を用い、この不織布に熱シール性を有
する不織布としての、芯の部分が融点２５５℃のポリエチレンテレフタレート、鞘の部分
が融点１１０℃の変性ポリエチレンテレフタレート（芯／鞘の割合が５０／５０）の４．
４デニールの繊維（東洋紡績株式会社製ポリエステルステープルファイバー：エスラナー
ルＥ）を用いた不織布（坪量１０ｇ／ｍ２　）を、フラット熱ローラで圧着した。
　つぎに、この不織布と、内側面に製品名称等の印刷された厚さ１２μのポリエチレンテ
レフタレートとを、白色顔料の添加により乳白色を呈するポリエチレンを用い、そのフィ
ルムの厚さが１５μになるようにして、押出ラミネートにより積層し、この発明の断面通
気用包装材料を得た。
【００３５】
　２）脱酸素剤包装体の調製と性能評価
　上記で得た包装材料を用い、鉄粉系脱酸素剤３．１ｇを三方シール方式で包装し、外形
４０×５０ｍｍの脱酸素剤包装体とした。
　表１に示される、各種食品の包装体内に、該脱酸素剤包装体を添加封入し、室温（１５
～２５℃）で３００日放置し、脱酸素剤包装体の外観変化（経時変化、染みだし発生の有
無）を観察した。その結果を表に示すが何れも問題を発生することがなかった。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　上記脱酸素剤包装体と市販品の脱酸素剤包装体の酸素吸収性能を比較した結果を、図１
に示す。
　図１から明らかなように、この発明の脱酸素剤包装体は、市販品の端面通気性のものに
比較して、酸素吸収速度が著しく向上し、吸収速度が標準タイプのものや速効タイプのも
のと殆んど同等である
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　この発明に係る断面通気用包装材料は、脱酸素剤、乾燥剤、防虫剤、アルコール系鮮度
保持剤等各種の製品に使用されるものであって、食品産業を始めとして、各種産業に用い
られるものである。
　特に、この断面通気用包装材料で包装された脱酸素剤は、従来のものに比して、耐水性
が著しく向上したものであり、かつ酸素吸収速度が大きいものであるから、脱酸素包装を
製造業界において幅広く利用されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】脱酸素剤包装体の酸素吸収性能を比較した結果を示す図である。
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【符号の説明】
【００４０】
　なし
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【図１】
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